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「エリコの陥落」 
 
ヘブライ人への手紙11章 
 30 信仰によって、エリコの城壁は、人々が周りを七日間回った後、 
崩れ落ちました。 
 
＊＊＊ 
この出来事は旧約聖書ヨシュア記6章に詳細が書かれています。 
1エリコは、イスラエルの人々の攻撃に備えて城門を堅く閉ざしたので、 
だれも出入りすることはできなかった。 2そのとき、主はヨシュアに言われた。 
「見よ、わたしはエリコとその王と勇士たちをあなたの手に渡す。  
3 あなたたち兵士は皆、町の周りを回りなさい。町を一周し、それを六日間続けなさい。 
 4 七人の祭司は、それぞれ雄羊の角笛を携えて神の箱を先導しなさい。 
七日目には、町を七周し、祭司たちは角笛を吹き鳴らしなさい。 
 5 彼らが雄羊の角笛を長く吹き鳴らし、その音があなたたちの耳に達したら、 
民は皆、鬨の声をあげなさい。町の城壁は崩れ落ちるから、 
民は、それぞれ、その場所から突入しなさい。」 
＊＊ 
16七度目に、祭司が角笛を吹き鳴らすと、ヨシュアは民に命じた。 
「鬨の声をあげよ。主はあなたたちにこの町を与えられた。  
17 町とその中にあるものは、ことごとく滅ぼし尽くして主にささげよ。 
ただし、遊女ラハブおよび彼女と一緒に家の中にいる者は皆、生かしておきなさい。 
我々が遣わした使いをかくまってくれたからである。  
18 あなたたちはただ滅ぼし尽くすべきものを欲しがらないように気をつけ、 
滅ぼし尽くすべきものの一部でもかすめ取ってイスラエルの宿営全体を滅ぼすような 
不幸を招かないようにせよ。 
19 金、銀、銅器、鉄器はすべて主にささげる聖なるものであるから、主の宝物倉に納
めよ。」 
＊＊＊＊＊＊ 
不思議な出来事です。 
陥落まで、イスラエルの兵士たちはただ町の周りを日に一度、七日目には7回回るだけ
だったからです。 
この戦術は、おそらくどんな理屈も成立しないのではないかと思います。 



彼らはこれを信頼し、実行するしかありませんでした。 
つまり、彼らに求められたのは「計画に対する理解と信頼」ではなく「計画を立てた神
様への信頼」だったのです。それはヨシュアに対する信頼でもありました。 
神様が事を起こそうとされるとき、必ずしも人間的理性の理解の及ぶ形をとって 
おられません。アブラハムやモーセの新しい道への出発の時期は、どちらも高齢になっ
てからでしたし、エジプトからの脱出の最終手段も子羊を屠ってその血をかもいに塗る
という方法でしたし、後ろからエジプトの軍隊、前には海という状態の中でも神様はモ
ーセを通して 
「14主があなたたちのために戦われる。あなたたちは静かにしていなさい。」 
（出エジプト記14章）と語っておられます。 
神様の方法への詮索ではなく、方法を持っておられる神様への信頼が 
とても重要なのです。 
「主の善き力に守られて」というボンヘッファーの詩を思い出します。 
彼は殺されますが、主への信頼は私たちの心を打ちます。 
 
＊主のために取り分ける・聖別 
イスラエルの人たちはエリコに入ったら、そこにあるものを欲しがってはならないと 
伝えられました。ただ、ラハブと彼女の親族だけは助け出すようにと命じられています。 
つまり、エリコの人たちから何かを略奪しなくても必要物は神様が全て備えてくださる
という 
意味にも取れると思います。 
羨ましがる必要はないということです。 
これもまた信仰が必要です。 
 
いわゆる戦争の話としてではなく、神に従うということについて話を重ねてみたいと思
います。 
私たちが神様に選び出され、神様を信じるようになり、イエス様の十字架と復活による
救いの出来事を知り、救いを求め、神様に従う事を意識した時、私たちはそれまでの自
分の「宝や誉れ」「過去の栄光」「人種的、能力的な優越性」などを一度、全部かなぐり
捨てて「キリストのもの」として受け入れてもらったということを思い出す必要がある
と思います。 
洗礼を受けた時、それまでの全ての自分はキリストによって洗い流され、まったく 
新しい自分として受け入れられ、作り替えられたのだと信じることが必要です。 
 
ところが私たちのあゆみの中には、いつの間にか、古い自分が現れて、そのまま 
生々しく心の王座を占めてしまうことがあるのです。 



これはとても危険なことです。 
一度心の中の自分はイエス様と一緒に安心して、その方向性をうなづいていたのに 
いつの間にかイエス様が心の中から消えたり、心の中央には自分しかいなかったり 
することがあるのです。 
これはちょうど、エリコの街から自分のためのぶんどりものを確保しているような 
出来事と重なります。 
傲慢、自惚れ、プライドが顔を出してきて、イエス様を信じる前の自分はこうだったと 
誇ってみたり、その時に持っていたものを取り戻そうとしたりする傾向があるのです。 
 
話がちょっと横道に逸れますが、オーストラリアに留学していた時、学校の近くに 
日本人のことが大嫌いという方が住んでいました。高齢の女性の方でした。 
私が通ると目の前で窓を閉めたり、睨まれたりしたので、気になって尋ねていきました。
「私は日本人ですが、あなたは日本人のことが嫌いなのですか」 
すると彼女は「日本人は、私の夫と息子を殺した」ときつい声できっぱりと話して 
くれました。 
私はそれまで、そんなに真剣に自分が日本人である事を意識していませんでしたが 
その時、その地域に一人しかいない日本人だった私は、それまでの日本に対する悪感情
を全部向けられる立場でもあるのだなと自覚しました。 
自分自身、日本の歴史や出来事をもう少ししっかり把握し勉強しておく必要があるなと
思ったのです。 
社会はそういう「相違」「歴史的怨念」などが溢れていて、平等とか平和とかいうけれ
ど、それらの違いばかりを気にしてしまい、なかなか和解も交流もうまくいかないこと
があるようです。 
 
しかし、信仰の世界は世の流れと違いますね。 
イエス様の福音はそれらの相違を超えて「赦しと和解」を届けるものです。 
ラハブは、神様を信頼し、それまでのすべてを水に流してでもいのちを助けてほしいと
願っていました。 
 
何を言いたいかというと、私たちは神様を信頼した後で「他の国の人のようになる必要
はない」し、ことさらに日本人である事を誇る必要もありません。強いて言えば私たち
は「キリスト人」なのです。 
もちろん、住んでいる場所で平和をもたらすために、元々の属性を維持させてください
ますが、純粋にキリストに属するものとして「生きる」「生かされている」ことを 
喜ぶことができているかどうか、がとても重要です。 
それがないと、自分が持ち合わせていないものをなんでも欲しくなり、さまざまな 



属性だけで、重くなってしまいます。 
イスラエルの兵士たちは、その点で常に試されていました。 
 
キリストの中にすべてが隠されており、必要なものはすべて、そこにあると 
信じて、丁寧に置かれたところで咲く姿勢、他の人のようにならなくても大丈夫 
他の人と同じものを持っていなくても大丈夫と確信して、自分の役目を果たせれば 
それで良いと知ることはとても大切です。 
学びは必要であり、自分をしっかり養い、イエス様に愛されている自分に気づくことは
大事です。でも、自分の外側の属性に気を取られすぎて、他者を羨ましく思ったり妬ま
しく思ったりすることがありませんように。 
あなたの存在といのちは、そのままで「キリストの輝きのもとに」あるのです。 
 
＊＊＊ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/PURJv46YJ6k 
 
 
 

https://youtu.be/PURJv46YJ6k

